
　生涯学習フェスティバルが５月１６日と１７日の２日間、中央公民館とふれあ
いの森で開かれました。「むかしのあぐい展覧会」コーナーでは、懐かしい昔
の遊びなどが紹介され、お父さんが子どもに草笛の鳴らし方を教えるほほ笑
ましい姿が見られました。

No. 983

“草笛鳴らせたよ” 

6 
1

主な内容 

新型インフルエンザ 

家族でホタルを見よう 

高齢者福祉サービス 

あぐいぶらり旅 

ページ 

　正しい情報に基づいた冷静な対
応をしてください。 

　「ホタルと一緒に自然を守らナイ
ト」期間中に家族で町内のホタルを
見に出掛けませんか。 

　阿久比町が行っているさまざまな
高齢者在宅福祉サービスを紹介。 

　板山地区の熊野神社へ石造物を
見に出掛ける。石橋をどうやって渡
るか友人に問い掛けてみる。 
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
国
内
で
人
か
ら
人
へ
の
感
染
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
阿
久

比
町
で
は
五
月
十
八
日
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
」（
本
部
長
、
町
長
）
を
立
ち

上
げ
、
感
染
が
拡
大
し
な
い
よ
う
に
町
内
の
各
施
設
な
ど
に
手
指
消
毒
薬
を
置
い
た
り
、

マ
ス
ク
を
準
備
し
た
り
と
予
防
対
策
を
取
っ
て
い
ま
す
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
随
時

情
報
発
信
を
し
て
い
ま
す
。
正
し
い
情
報
に
基
づ
い
た
冷
静
な
対
応
を
し
て
く
だ
さ
い
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は

　

動
物
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
、

人
の
体
内
で
増
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
変
化
し
、
人
か
ら
人
へ
と
容
易
に
感
染

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
、
こ
の
ウ

イ
ル
ス
が
感
染
し
て
起
こ
る
疾
患
を
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
い
い
ま
す
。

　

今
回
、
メ
キ
シ
コ
や
米
国
な
ど
で
確
認

さ
れ
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
型
（
Ｈ
１
Ｎ

１
）
が
感
染
症
法
第
六
条
第
七
号
に
規
定

す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
に

位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状

　

毎
年
流
行
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
似

て
い
ま
す
。
発
熱
（
三
十
八
度
以
上
）、

脱
力
、
食
欲
不
振
、
せ
き
な
ど
が
み
ら
れ

ま
す
。
鼻
水
、
の
ど
の
痛
み
、
吐
き
気
、

下
痢
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

�
　

一
般
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
に

方
法
と
同
じ
で
す
。

①　

手
洗
い
、
う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

外
出
後
は
、
石
け
ん
を
使
っ
て
十
五
秒

以
上
手
を
洗
い
、
流
水
で
し
っ
か
り
流
し

ま
し
ょ
う
。
水
分
も
十
分
ふ
き
取
っ
て
く

だ
さ
い
。
ア
ル
コ
ー
ル
入
り
の
ハ
ン
ド
ク

リ
ー
ナ
ー
の
場
合
は
、
し
っ
か
り
擦
り
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
親
指
の
外
側
や
、
指
先
、

指
の
付
け
根
な
ど
は
、
洗
い
残
し
や
す
い

部
分
で
す
。
意
識
し
て
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　

う
が
い
は
、
外
出
後
だ
け
で
な
く
、
の

ど
に
不
快
感
や
炎
症
の
あ
る
と
き
も
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

②　

マ
ス
ク
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

　

人
の
多
い
場
所
へ
の
外
出
時
に
は
マ
ス

ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。
せ
き
や
く
し
ゃ

み
が
出
る
と
き
は
、
常
に
マ
ス
ク
を
着
用

し
て
く
だ
さ
い
。
マ
ス
ク
は
、
鼻
か
ら
下

あ
ご
ま
で
し
っ
か
り
覆
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
取
り
外
す
と
き
は
、
ひ
も
の
部

分
を
持
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③　

不
要
、不
急
の
外
出
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

マ
ス
ク
な
ど
で
あ
る
程
度
の
感
染
は
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
完
全
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
で
き
る
だ
け
不
要
、
不
急
の
外

出
は
避
け
る
こ
と
が
賢
明
で
す
。

�
　

ニ
ュ
ー
ス
や
町
か
ら
の
情
報
に
注
意
し
、

冷
静
に
対
処
し
ま
し
ょ
う
。
噂
や
デ
マ
に

惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
正
確
な
情
報
を

得
る
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

二
週
間
程
度
の
食
料
品
、
日
用
品
、
医

薬
品
の
備
蓄
を
し
て
く
だ
さ
い
。
家
族
な

ど
で
行
動
計
画
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

相
談
先

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る

心
構
え

発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー（
半
田
保
健
所
）　

�（
２
４
）４
６
９
９　

開
設
時
間
午
前

九
時
〜
午
後
五
時
（
当
分
の
間
、
土
曜

日
、
休
日
も
開
設
）

厚
生
労
働
省　

�
０
３（
３
５
０
１
）９

０
３
１

農
林
水
産
省　

�
０
３（
３
５
９
１
）６

５
２
９（
平
日
の
み
）

外
務
省　

�
０
３（
５
５
０
１
）８
０
０

０（
内
４
６
２
５
・
４
６
２
７
・
４
６

２
９
）

愛
知
県　

�
０
５
２（
９
５
４
）６
２
７

２阿
久
比
町
保
健
セ
ン
タ
ー　

�（
４
８
）

１
１
１
１（
内
３
１
１
・
３
１
２
）

まず相談センターに電話を まず相談センターに電話を 
新型インフルエンザ 発症したと思ったら 

発 熱 や せ き が 出 る 

発 熱 相 談 セ ン タ ー に 電 話  
（半田保健所）fl（24）4 6 9 9

紹 介 さ れ た 発 熱 外 来 へ 

簡 易 検 査 で A 型 陽 性 な ら  
指 定 医 療 機 関 へ 入 院  

詳 細 検 査 で 感 染 が  
確 認 さ れ た ら 治 療  

約 1 週 間 後 、詳 細 検 査 で  
陰 性 な ら 退 院  
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　阿久比町では、平成６年７月１日に開催した「ホタルサミットあぐい’ ９４」を記念し、７月１日を「あぐいほたる
の日」としています。
　昨年、町制施行 ５５ 周年記念行事として開催した「子ども議会」で、「ホタルを見る日を決めてはどうか」という
提案がありました。ホタルの小さな命を通して、自然の大切さをより深めることが必要です。子どもたちの声を生
かすために、今年から「あぐいほたるの日」前後の６月 ２０ 日から７月 １０ 日を、町民こぞってホタルを見に出掛ける
期間と位置づけ、この期間を『ホタルと一緒に自然を守らナイト』と名付けました。
　ホタルの淡い光は“環境のバロメーター”です。平成 ２２ 年 １０ 月には名古屋市でＣＯＰ １０（生物多様性条約第 １０ 回
締約国会議）も開かれます。『ホタルと一緒に自然を守らナイト』期間中に、家族で水田や川のほとりなどにホタ
ルを見に出掛け、自分の目で光を確認して、命や自然の大切さを今一度見つめ直し、考える機会にしてください。

・入場無料 
・雨天でも開催します。 

問い合わせ先

役場企画財政課
fl（48）1111（内204・303）へ

ほ
た
る
た
る
観
察
会
を

観
察
会
を
開
催
開
催 

　ふれあいの森ホタル養殖場と観察室を夜間開放して、
養殖場で育てたヘイケボタルが、淡い光を放ちながら 
飛びかう姿を観察します。 
　ホタルを育てたホタル専門員などが、ホタルについ 
ての説明も行います。 

日時 6月26日（金）・27日（土） 
午後7時半～午後9時 

場所 ふれあいの森 
ホタル養殖場・観察室 

　小中学生が描いたホタル保護啓発ポスターの優秀作品を 
展示します。 
□日　時　6月13日（土）～28日（日） 
　　　　　午前9時～午後7時（26日と27日は午後9時まで） 
□場　所　ふれあいの森　体育室 

ほ
た
る
た
る
観
察
会
を

観
察
会
を
開
催
開
催 

ほ
た
る
観
察
会
を
開
催 

※　東部小学校でも校内の屋外施設「ホタルワールド」 
　を夜間開放してホタル鑑賞会を行います。 
□日　時　6月18日（木）（予備日19日（金）） 
　　　　　午後7時～午後9時 
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●おじいちゃんおばあちゃんとグラウンドゴルフ

５月１９日、宮津保育園で園児たちが宮津団地達者会
と一緒にグラウンドゴルフを行いました。
園児たちはスティックの持ち方やボールの打ち方を
達者会のメンバーに教わりながら、プレーを楽しみま
した。
「おばあちゃんが優しく教えてくれたので、ボールが
真っすぐ打てたよ」と園児が、「子どもから元気がもら
えました。機会あるごとに保育園でまた一緒に遊びた
いです」と達者会のメンバーが笑顔で話していました。

グラウンドゴルフを楽しむ園児と宮津団地達者会

●“ありがとう”の気持ちを大切に

生涯学習フェスティバル記念講演会が５月１６日、中
央公民館南館ホールで開かれ、俳優の高橋元太郎さん
が約３００人の参加者の前で熱弁を振るいました。
テレビ時代劇「水戸黄門」の“うっかり八兵衛”役

で活躍した高橋さん。「うっかり八兵衛の元気になる
話～人生は出逢い・ふれあい・支え合い～」と題し、
講演を行いました。「人生は“ありがとう”と感謝の気
持ちを忘れずに、生きていくことが大切だ」と話し、
この日は歌も飛び出すなど、会場は終始和やかな雰囲
気でした。

講演を行う高橋元太郎さん

英
比
小

【
女
子
の
部
】
▽
百
㍍
四
年　

林
優
香
（
東

部
小
）
▽
同
五
年　

麻
生
紗
矢
（
英
比
小
）

▽
同
六
年　

前
川
可
南
子
（
南
部
小
）
▽

八
百
㍍
五
年　

新
美
翔
子
（
英
比
小
）
▽

同
六
年　

吉
武
沙
希
（
英
比
小
）
▽
走
り

幅
跳
び
四
年　

榊
原
亜
海
（
南
部
小
）
▽

同
五
年　

本
山
侑
奈
（
草
木
小
）
▽
同
六

年　

宮
地
り
な
（
草
木
小
）
▽
走
り
高
跳

び
五
年　

古
田
つ
ば
き
（
英
比
小
）
▽
同

六
年　

佐
藤
実
佑
（
英
比
小
）
▽
ボ
ー
ル

投
げ
四
年　

白
金
悠
実
（
英
比
小
）
▽
同

五
年　

竹
内
華
（
南
部
小
）
▽
同
六
年　

榊
原
美
樹
（
英
比
小
）
▽
四
百
㍍
リ
レ
ー

四
年　

東
部
小
▽
同
五
年　

英
比
小
▽
同

六
年　

英
比
小

　

大
会
で
一
位
と
な
っ
た
の
は
次
の
皆
さ

ん
で
す
。　　
　
　
　
　
  　
　
（
敬
称
略
）

【
男
子
の
部
】
▽
百
㍍
四
年　

竹
下
遼
（
草

木
小
）
▽
同
五
年　

新
美
樹
（
南
部
小
）

▽
同
六
年　

宮
下
勝
成
（
英
比
小
）
▽
八

百
㍍
五
年　

佐
藤
倭
（
東
部
小
）
▽
同
六

年　

椎
葉
遥
介
（
東
部
小
）
▽
走
り
幅
跳

び
四
年　

新
美
公
隆
（
南
部
小
）
▽
同
五

年　

青
木
翔
汰
（
東
部
小
）
▽
同
六
年　

井
上
誠
也
（
英
比
小
）
▽
走
り
高
跳
び
五

年　

都
筑
太
一
（
英
比
小
）
▽
同
六
年　

関
晶
真
（
東
部
小
）
▽
ボ
ー
ル
投
げ
四
年

　

竹
内
寛
斗
（
草
木
小
）
▽
同
五
年　

櫻

井
峻
司
（
東
部
小
）
▽
同
六
年　

竹
内
亮

介
（
草
木
小
）
▽
四
百
㍍
リ
レ
ー
四
年　

英
比
小
▽
同
五
年　

英
比
小
▽
同
六
年　

　阿久比町小学校陸上競技大会が５月 ２０ 日、阿
久比スポーツ村で行われました。
　町内各小学校から選抜された代表選手が、ト
ラックやフィールドで、走ったり、投げたり、
跳んだりと記録に挑戦しました。
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あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

●また見に来るからね
　５月１２日、東部小学校の環境委員会が中心となって育て
てきたヘイケボタルの幼虫を４年生の児童４２人が、校内の
ホタル養殖場「ホタルワールド」の水路に放流しました。
　東部小学校ではホタルを育てながら環境問題に取り組
んでいます。１年生から６年生まで日替わりに幼虫を
３,０００匹放流。６月１８日には一般に「ホタルワールド」を
夜間開放してホタル鑑賞会が開かれます。

●優良児童生徒などを表彰
　５月８日、知多郡内優良児童等顕彰式が美浜町保健セ
ンターで開かれました。阿久比町からは次の皆さんが表彰
されました。　　　　　　　　　　　　　　　 　（敬称略）
知多郡社会福祉協議会長表彰
優良児童生徒　青木源太朗（東部小）、竹内麻衣（英比小）、竹
内義紀（草木小）、山内あす香（南部小）、飯島由菜（阿久比中）
優良子ども会　宮津子ども会

●もちの木園生がイチゴ狩りを楽しむ
　５月１３日、もちの木園生が新美重幸さん（植大）のビ
ニールハウスでイチゴ狩りを楽しみました。
　新美さんは毎年イチゴが実るこの時期に園生たちを招待
しています。園生は真っ赤に色付いたイチゴを手で摘ん
で、用意した箱の中へ入れていきました。「とてもデリ
シャス」と、うれしそうな声がハウスの中に響いていました。

●英比小児童と地区住民でマスコットを描く
　英比小学校では開校１００周年を記念して、マスコットキャラ
クター「英比麿」君が児童の考案で誕生しました。
　５月１３日、小学校の運動場で全校児童５１７人と英比学区
地域の約１３０人が協力して英比麿君を“描き”航空写真を撮り
ました。１００周年記念で制作されるクリアファイルに写真が
使われます。
　“協同作品”英比麿君の容姿は、ファイル完成時の秋ごろ
明らかになります。楽しみに待ちたいと思います。（写真は校
舎４階から撮影）

●飾り付けを見て、今年の作物の出来を占う
　人形や農作物の模型を並べ、衣装の色や配置などで、そ
の年の農作物の出来を占う「花の 撓 （おためし）」が５月

とう

１３日宮津の熱田社で行われました。
　名古屋市の熱田神宮で公開された絵図をもとに並べら
れた人形などを見て、自分で感じたことが占いとなります。
「米俵がたくさん積んであるから、お米がたくさん採れる
よ」。今年飾り付けを務めた皆さんが話していました。

●ふれあいの森で思い出づくり
　５月５日、「こどもの日」の思い出を親子でつくってもら
えればと、ふれあいの森でさまざまな催しが行われました。
　子どもたちはお父さんやお母さんと、こいのぼりや竹馬
作りに挑戦するなど、楽しみながら自分の作品を作り上げ
ていきました。

オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 
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ああああああああああああああああああああななななななななななななななななななななたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたのののののののののののののののののののの住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅もももももももももももももももももももも耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断をををををををををををををををををををを 税金の話 税金の話 年金から住民税が 引き落とされます（特別徴収制度） 
　現在、年金を受給されている方は、住民税を納付書または口座振込により納めていただいています。こ
の制度の導入により、年金を支給する年金保険者が住民税を年金から引き落とし、市区町村へ直接納入す
ることになるため、納税の手間が省かれます。この制度は平成２１年１０月支給分から開始されます。

○　新たな税負担は生じません。
　特別徴収制度の導入は、納税方法を変更するもので、新たな税負担は生じません。

○　４月１日現在 ６５ 歳以上の年金受給者のうち、住民税を納める方が対象です。
　６５ 歳以上の方の年金所得にかかる住民税の納税方法が変わります。対象者は４月１日現在 ６５ 歳以上の年金受給者
で、前年中の年金所得にかかる住民税を納める方です。
※　以下の方は対象とはなりません。
　◆　介護保険料が年金から引き落とされていない方
　◆　引き落とされる住民税額が老齢基礎年金等の額を超える方　など

　□引き落としの対象となる年金とは
　老齢基礎年金または昭和 ６０ 年以前の制度による老齢年金、退職年金等です。障害年金、遺族年金などの非課税
の年金からは住民税の引き落としはされません。

　□引き落とされる住民税額は
　引き落とされるのは、年金所得の金額から計算した住民税額のみです。給与所得や事業所得などの金額から計
算した住民税額は、これまでどおり給与からの引き落としか、納付書で納めていただくことになります。

□引き落としが中止となる場合は
　引き落とし開始後、市区町村外への転出、税額の変更、年金の支給停止などが発生した場合は、引き落としが
中止となり、普通徴収（納付書により役場や金融機関などで納める方法）により納めていただくことになります。

□問い合わせ先　税務課住民税係　�（４８）１１１１（内２２０・３０５）

（例）住民税の年税額が６万円（年金所得のみ）の場合
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　２市２町（阿久比
町、大府市､豊明市､
東浦町）で構成して
いる、東部知多衛生
組合の財政状況を、
東部知多衛生組合財
政状況の公表に関す
る条例に基づき、平
成２０年１０月１日 か ら 平
 成２１年３月３１日 ま での
財政状況を公表しま
す。
　なお、科目別の比
率については右記の
とおりです。

組合債の現在高

 現　　在　　高借　　入　　先 現　　在　　高目　　　　　　　　的

１０億４,７９９万円財　　　務　　　省９,９６７万円余 熱 利 用 施 設 整 備 事 業 債

１０億４,７９９万円計６億８,９１４万円し 尿 処 理 施 設 整 備 事 業 債

２億４,３７７万円排ガス高度処理施設整備事業債

１,００４万円ごみ処理施設災害復旧事業債

５３７万円余熱利用施設災害復旧事業債

１０億４,７９９万円計

□問い合わせ先
　東部知多クリーンセンター　�０５６２（４６）８８５５

一般会計予算執行状況（平成２１年３月３１日現在）

歳　　　　　　　　　　　出歳　　　　　　　　　　　入

執行率（％）支出済額予算現額科　目執行率（％）収入済額予算現額科　　目

９５.５６４万円６７万円 議　会　費１００.０１６億２,０６４万円１６億２,０６４万円分担金及
び負担金

９０.３５,４３４万円６,０２０万円総　務　費９２.５２億１,３２８万円２億３,０５８万円使用料及
び手数料

８３.６１０億５,１０５万円１２億５,７３６万円衛　生　費１０７.４３,６１８万円３,３６９万円財産収入

１００.０５億７,３２７万円５億７,３２７万円公　債　費１００.０１,４７３万円１,４７３万円繰　越　金

０.００１,０００万円予　備　費１４０.９２６２万円１８６万円諸　収　入

８８.３１６億７,９３０万円１９億１５０万円歳出合計９９.３１８億８,７４５万円１９億１５０万円歳入合計

東部知多衛生組合の財政状況

建物　１５,７７３.６１�
土地　６１,１３９.０６�

組　合　財　産

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切なななななななななななななななななななな家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭をををををををををををををををををををを守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるたたたたたたたたたたたたたたたたたたたためめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ 大地震から大切な家庭を守るため
ああああああああああああああああああああななななななななななななななななななななたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたのののののののののののののののののののの住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅もももももももももももももももももももも耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断をををををををををををををををををををを　　　　　　　　あなたの住宅も耐震診断を

　町では、旧基準木造住宅（昭和 ５６ 年５月 ３１ 日以前に着工の木造住宅）を対象とした耐震診断を実施しています。費用は無
料です。
　耐震診断の結果、改修の必要があると判定された住宅の耐震改修工事費に対する補助制度（条件あり、上限 ６０ 万円）も実
施しています。
無料耐震診断
□診断対象　昭和 ５６ 年５月 ３１ 日以前に建築（着工）の木造住宅（プレハブ・ツーバイフォーなどを除く）
□診断項目　基礎、地盤の状況、壁の配置バランス、壁の量、老朽度など
□申込期限　平成 ２１ 年 １０ 月 ３０ 日（金）
□申し込み・問い合わせ先　建設課計画係�（４８）１１１１（内２８８）
耐震改修費補助
　耐震改修費の補助を希望される方は、工事着工前に申請し、町の交付決定を受けてください。
□補助の対象
①　耐震診断の結果、総合判定が １.０ 未満であること
②　耐震診断の判定値に ０.３ 以上を加算して、改修工事後の総合判定が １.０ 以上となること
③　昭和 ５６ 年５月 ３１ 日以前に建築（着工）の木造住宅
□補助額　耐震改修費の２分の１以内で ６０ 万円が限度
□申込期限　平成 ２１ 年 １２ 月 ２８ 日（月）
□申し込み・問い合わせ先　建設課計画係�（４８）１１１１（内２８８）
住宅に関する耐震改修促進税制（減税制度）
□所得税　平成 ２１ 年１月１日から平成 ２５ 年 １２ 月 ３１ 日までに、町の耐震改修費補助を利用して住宅の改修を行った場合、耐震
　改修に掛かった費用の １０ パーセント相当（上限 ２０ 万円）が所得税から控除されます。（確定申告が必要）
□固定資産税　一定の条件を満たす耐震改修工事を実施した家屋について、工事が完了した年の翌年以降の固定資産税を一
　定期間減額します。
①　減額となる期間　・　平成 １８ 年～平成 ２１ 年の改修は３年間
　　　　　　　　　　・　平成 ２２ 年～平成 ２４ 年の改修は２年間
　　　　　　　　　　・　平成 ２５ 年～平成 ２７ 年の改修は１年間
②　減額される額　改修家屋に関する固定資産税の２分の１（一戸当たり １２０ 平方メートル相当分まで）
※　都市計画税は減額の対象となりません。
□問い合わせ先　税務課住民税係（内３０２）　税務課固定資産税係（内２３１）

～～～～～～～

～～
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高
齢
者
軽
度
生
活
援
助
事
業

　

六
十
五
歳
以
上
で
、
介
護
保
険
で
自
立

と
判
定
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
軽
易
な
日

常
生
活
の
援
助
を
行
う
た
め
に
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
を
派
遣
し
、
自
立
し
た
生
活
の
継

続
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業

　

六
十
五
歳
以
上
で
、
介
護
保
険
で
自
立

と
判
定
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
生
き
が
い

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
町
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）
で
一
日
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
日
常
動
作
訓
練
、
健

康
チ
ェ
ッ
ク
、
入
浴
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
昼
食
も
自
己
負
担
で
受

け
ら
れ
ま
す
。

寝
具
の
洗
濯
・
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

在
宅
で
寝
た
き
り
の
高
齢
者
（
お
お
む

ね
六
十
五
歳
以
上
）
の
方
が
健
全
で
安
ら

か
な
生
活
を
営
む
た
め
に
日
常
的
に
使
用

し
て
い
る
寝
具
の
洗
濯
・
乾
燥
を
行
っ
て

い
ま
す
。

◎
六
月
の
サ
ー
ビ
ス

□
対
象
者　

在
宅
で
寝
た
き
り
の
高
齢
者

（
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
で
三
カ
月

以
上
ね
た
き
り
の
状
態
）
の
方
が
対
象

□
日　

時　

六
月
十
六
日（
火
）午
前
に
回

収
し
、
六
月
十
八
日（
木
）午
後
に
配
送

□
枚　

数　

洗
濯
・
乾
燥
と
も
、
掛
け
ふ

と
ん
・
敷
き
ふ
と
ん
・
毛
布
各
一
枚

□
申
込
期
限　

六
月
八
日（
月
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

保
険
課
介
護
保
険
係　

�（
４
８
）１
１

１
１
（
内
２
２
８
・
２
９
０
）

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
、
ま
た
は
高
齢
者
夫
婦
世
帯
な
ど
で
、

食
事
を
作
る
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
に
配

食
サ
ー
ビ
ス
（
日
曜
日
を
除
く
毎
日
）
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
祝
日
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

タ
ク
シ
ー
料
金
の
助
成
事
業

　

満
七
十
歳
以
上
の
高
齢
者
に
タ
ク
シ
ー

の
初
乗
り
料
金
（
基
本
料
金
）
を
助
成
し

て
い
ま
す
。
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
は
、

阿
久
比
町
と
契
約
し
て
い
る
会
社
に
限
り

ま
す
。
助
成
券
は
年
間
三
十
枚
交
付
し
て

い
ま
す
。

温
水
プ
ー
ル
の
利
用
料
の
助
成
事
業

　

満
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
に
、
東
部

知
多
温
水
プ
ー
ル
の
利
用
料
の
半
額
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

緊
急
通
報
装
置
設
置
事
業

　

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
ま
た
は
高
齢
者
夫
婦
世
帯
に
、
通
報
装

置
を
設
置
し
て
安
全
な
生
活
が
で
き
る
よ

う
手
助
け
を
し
て
い
ま
す
。

は
い
か
い
高
齢
者
家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

常
時
、
は
い
か
い
癖
の
あ
る
お
お
む
ね

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
に
、
位
置

確
認
の
た
め
の
発
信
器
の
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

家
族
介
護
用
品
支
給
事
業

　

在
宅
で
常
時
紙
オ
ム
ツ
な
ど
の
介
護
用

品
の
利
用
を
必
要
と
す
る
、
重
度
の
要
介

護
状
態
に
あ
る
方
（
住
民
税
非
課
税
世

帯
）
に
介
護
用
品
を
支
給（
ク
ー
ポ
ン
券
）

し
て
い
ま
す
。

家
族
介
護
慰
労
事
業

　

重
度
の
要
介
護
の
状
態
に
あ
る
低
所
得

者
世
帯
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
）
の
高
齢

者
を
他
の
サ
ー
ビ
ス
を
過
去
一
年
以
上
利

用
す
る
こ
と
な
く
介
護
し
て
い
る
家
族
に
、

慰
労
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
健
康
保
持
対
策
事
業（
宅
老
所
）

　

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
お
お
む
ね
六

十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
趣
味

活
動
や
軽
運
動
な
ど
を
行
い
、
一
日
を
楽

し
く
過
ご
せ
る
施
設
で
す
。
南
部
、
宮
津
、

福
住
、
草
木
の
各
宅
老
所
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
事
業

　

火
災
か
ら
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
満

六
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
で
住
民
税

が
非
課
税
者
（
住
民
税
課
税
者
の
ど
な
た

に
も
扶
養
さ
れ
て
い
な
い
方
）
の
自
宅
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
す
。

　

一
人
暮
ら
し
の
障
害
者
の
方
も
対
象
に

な
り
ま
す
。

介
護
保
険
、
高
齢
者
福
祉
の
相
談
窓
口

◇
保
険
課
介
護
保
険
係　

�（
４
８
）１
１

１
１
（
内
２
２
８
・
２
９
０
）

◇
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

�（
４
８
）

１
１
１
１
（
内
３
１
８
・
３
１
９
）

◇
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
阿
久
比
一

期
一
会
荘
内
）　

�（
４
７
）０
６
３
９

※　

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
二
十
四

時
間
対
応
し
て
い
ま
す
。

�

�

�

�
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� �
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� �
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� �
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� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
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　町では次のような高齢者福祉サービスを行っています。
ご利用ください。　　

□問い合わせ先
　保険課介護保険係　�（４８）１１１１（内２２８・２９０）
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高齢者のみなさんの相談窓口 

生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診をををををををををををををををををををを受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけてててててててててててててててててててて介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防にににににににににににににににににににに役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立ててててててててててててててててててててままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょうううううううううううううううううううう生活機能評価健診を受けて介護予防に役立てましょう
　いつまでも元気で生活していただくために、阿久比町では、６５歳以上の高齢者（要支援・要介
護と認定されている方は除く）を対象に生活機能評価健診を行います。
　生活機能評価健診では、基本チェックリストを用いて生活機能の低下がないかを確認し、必要な
方には医師の診察、心電図検査、血液検査（貧血、アルブミン）を行い、介護予防が必要かどうか
を個々に判断します。
　元気なうちから介護予防に取り組み、健康長寿を目指して、健診を受けましょう。

※　６５歳以上の国民健康保険加入の方には、「特定健診のお知らせ」として、７５歳以上の方には「高
齢者医療健診のお知らせ」として、個別で通知しています。それ以外でも、町内に住んでいる６５歳
以上の方（要支援・要介護と認定されている方は除く）であれば生活機能評価検診を受けることが
できますので、下記の日程のうち、都合の良い日に健診を受けてください。

健診の日程は左の 
とおりです。 
都合の良い日に 
お越しください。 

健診の日程は左の 
とおりです。 
都合の良い日に 
お越しください。 

会　　場受　付　時　間健診日

南部小学校午後１時３０分～午後３時６月８日（月）

保健センター
午前９時３０分～午前１１時
午後１時３０分～午後３時

６月１１日（木）

東部小学校午後１時３０分～午後３時６月１５日（月）

草木小学校午後１時３０分～午後３時６月１７日（水）

南部小学校午後１時３０分～午後３時６月１８日（木）

保健センター午後１時３０分～午後３時６月２２日（月）

保健センター午前９時３０分～午前１１時６月２３日（火）

草木小学校午後１時３０分～午後３時６月２５日（木）

高根台集会所午前９時３０分～午前１１時６月２９日（月）

白沢区民館午前９時３０分～午前１１時６月３０日（火）

東部小学校午後１時３０分～午後３時７月１日（水）

英比小学校午後１時３０分～午後３時７月３日（金）

保健センター午前９時３０分～午前１１時７月６日（月）

保健センター午前９時３０分～午前１１時７月８日（水）

保健センター
午後１時３０分～午後３時
午後５時～午後７時

７月１０日（金）

英比小学校午後１時３０分～午後３時７月１３日（月）

保健センター午後１時３０分～午後３時８月３日（月）

保健センター午前９時３０分～午前１１時８月４日（火）

問い合わせ先：阿久比町地域包括支援センター　�（４８）１１１１（内３１８・３１９）
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１１１ 
防災交通課 
fl（４８）１１１１ 
（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 
　防災行政無線が聞き取りにくい場合は
�（４８）７０３０へ問い合わせてください。最新
のメッセージを聞くことができます。

行政無線情報は電話でも
　

最
近
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
る
ゲ
リ

ラ
豪
雨
に
、
迅
速
な
町
職
員
の
初
動
体
制

を
確
立
す
る
た
め
、
非
常
招
集
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。
職
員
に
は
あ
ら
か
じ
め
訓
練

想
定
の
み
が
公
表
さ
れ
、
訓
練
日
時
は
未

公
表
で
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
五
月
十
三
日
早
朝
五
時
に
急

激
に
発
達
し
た
梅
雨
前
線
に
よ
り
、
記
録

的
な
大
雨
を
も
た
ら
し
、
町
内
各
地
で
被

害
が
発
生
し
た
想
定
で
、
災
害
対
策
本
部

長
で
あ
る
町
長
の
訓
練
開
始
の
一
報
で
始

ま
り
ま
し
た
。

　

非
常
連
絡
網
で
連
絡
し
た
町
職
員
（
嘱

託
職
員
を
含
む
）
百
四
十
二
人
の
う
ち
、

訓
練
開
始
三
十
分
以
内
の
登
庁
者
三
人

（
参
集
率
一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
）、
六
十
分

以
内
の
登
庁
者
七
十
二
人（
五
十
・
七
パ
ー

セ
ン
ト
）
九
十
分
以
内
の
登
庁
者
百
三
十

一
人
（
九
十
二
・
三
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
の

結
果
で
し
た
。

　

登
庁
後
、
災
害
対
策
本
部
会
議
を
開
き
、

各
班
職
員
の
参
集
状
況
と
災
害
時
の
役
割

の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
の
検
証
を
十
分
に
行
い
、

六
月
下
旬
に
は
東
海
豪
雨
ク
ラ
ス
の
被
害

を
想
定
し
た
情
報
収
集
訓
練
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

災害対策本部会議（訓練）

「川の防災情報」は阿久比町ホームページからアクセスできます 
http://www.kasen-owari.jp/

気象庁ホームページ「レーダー・降水ナウキャスト」 
http://www.jma.go.jp/jp/radnowc/

ゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲ
リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ
ララララララララララララララララララララララララララララララ
豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪
雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨
をををををををををををををををををををををををををををををを
想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想想
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
しししししししししししししししししししししししししししししし

ゲ
リ
ラ
豪
雨
を
想
定
し

訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓
練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練
をををををををををををををををををををををををををををををを
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施

訓
練
を
実
施
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プ 

ジ 

ク 

ロ 

ト 

ェ 

全国へ発信 　 

プ 

ジ 

ク 

ロ 

ト 

ェ 

○ ４２ 

　生活習慣・学習習慣・食育研究部会で作成した「家庭、園・学校がともに育ち合うための手
引き」の中から、小学生用子育てQ＆Aの一部を紹介します。家庭教育の参考にしてください。 

□問い合わせ先　学校教育課�（４８）１１１１（内２０２）

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育てててててててててててててててててててててててて QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA子育てQ&A
Ｑ　子どもが「朝ごはんなんか食べなくても平気だ」と言って朝食を食べないの
　ですが、本当に大丈夫なのでしょうか。朝食はどうして大切なのですか。

　食事づくりに頭を悩ませ、食べ残しに一喜一憂するなど、毎日のことだけに大変な思
いをされているのではないでしょうか。栄養状態も気になりますが、同年齢の子どもの
平均体重、平均身長に達していなくても、子どもが病気もせず元気に生活しているのな
ら大丈夫と思うことが大切でしょう。

　子どもは食間に甘い物、清涼飲料水を取り過ぎていませんか。間食など
の食べることに直接関係したことだけでなく、生活全体を見直して問題が
あればそれを正していくのが良いでしょう。
　運動不足・睡眠不足・朝寝坊、友達とはうまくやっているか、成績や勉
強時間はどうか、家庭は暗いムードでないか、食事は誰と食べているかな
どをチェックしてみましょう。
　偏食（へんしょく）については、親の食事を見直してみましょう。親に偏食があれば、食事も
偏ったものになってしまいます。調理の工夫・盛りつけにも気をつかい、味・形・色・香りに変

化をつけて少しずつ食べ物の幅を広げて行きましょう。料理を手伝わせるのも一つの方法かもしれません。
　小食については、食べる量についての親の感じ方が影響してくることがあります。｢これだけは食べてほしい｣
とうるさく言えば言うほど、子どもは食べられなくなることがたびたびあります。
　おなかがすくほど体を動かしていないために、小食になっていることもあります。食べることを強制するので
はなく、おなかのすく日も、すかない日もあると割り切りましょう。
　食事にのみ関心を向けるのではなく、生活全体をゆったり過ごすよう心掛けることも大事です。

Ｑ　偏食（へんしょく）で小食です。栄養障害にならないか心配です。

　寝ている間も脳や内臓は、生命維持のために
働いています。このため、夕食で食べた物が睡
眠中のエネルギーとなって使われ、朝起きたと
きには、自分では感じなくても実際にはエネル
ギーが不足します。しっかり朝食を食べること
でエネルギーを蓄え、血糖値を上昇させ、体温

が上がり、脳を目覚めさせ、活動する準備を整えるのです。
　朝食を食べないと、エネルギー不足のまま昼食まで
過ごすことになります。この状態では、体力、集中力、
持久力、記憶力が低下し、学習能力も上がらず、疲労
やイライラ、立ちくらみなどで気分が悪くなります。
また、風邪をひきやすくなり、頭痛、腹痛だけでなく
貧血を生じることもあります。

　食べるのが遅い原因が友達と話をして
いるからであれば、「話をするのをやめ
て早く食べなさい」と言うことになりますが、食事の基本は「楽しく」で
す。友達と一緒に食べることが楽しくて仕方ないのでしょう。
　子どもが早く食べられないことに悩む母親ばかりが心配して、子どもは
全く気にしていないことが多いものです。
　「早く食べなさい」とプレッシャーを与えると、食事が楽しいものでは
なくなってしまいます。集団生活の中でお子さんが「困ったな」と思えば、

みんなと同じペースで食事ができるように努力していくはずです。
　これから、集団生活の中で、周りの様子を見ながら人に合わせるということを少しずつ覚えていきますので、
あまり心配し過ぎず、様子を見守ってみてはいかがでしょうか。

Ｑ　友達と一緒だと食べるのが遅いのですが。
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講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査がががががががががががががががががががが必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要ととととととととととととととととととととななななななななななななななななななななりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりまままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすす。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら））））））））））））））））））））

不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止ににににににににににににににににににににごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力をををををををををををををををををををを
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�
�
�
�
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公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
、
私
た

ち
の
生
活
は
よ
り
快
適
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
公
共
下
水
道
は
不
特
定
多
数
の
方

が
利
用
で
き
る
道
路
や
公
園
と
は
違
っ
て
、

下
水
道
を
利
用
で
き
る
方
は
整
備
さ
れ
た

区
域
内
の
住
民
に
限
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
人
だ
け
が
利
用
す
る
公
共
下

水
道
の
建
設
費
を
国
の
補
助
金
な
ど
を
含

め
た
費
用
だ
け
で
す
べ
て
ま
か
な
う
こ
と

は
、
公
共
下
水
道
を
利
用
で
き
な
い
人
に

も
費
用
負
担
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
「
負
担

の
公
平
」
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
公
共
下
水
道
の
整
備
に
よ
っ
て

恩
恵
を
受
け
る
方
（
受
益
者
）
に
建
設
費

の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
公
共
下

水
道
事
業
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
こ
う
と

す
る
の
が
こ
の
制
度
の
目
的
で
す
。

　

阿
久
比
町
で
は
、
公
平
の
原
則
に
基
づ

い
て
建
設
費
を
ま
か
な
う
財
源
の
一
部
に

充
て
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

受
益
者
負
担
金
は
、
市
街
化
区
域
内
に

あ
る
土
地
で
、
負
担
金
額
は
一
平
方
メ
ー

ト
ル
当
た
り
三
百
五
十
円
を
面
積
に
応
じ

て
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

受
益
者
負
担
金
は
、
そ
の
土
地
に
対
し

一
度
だ
け
負
担
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

一
度
受
益
者
負
担
金
が
支
払
わ
れ
た
土
地

に
対
し
て
再
び
受
益
者
負
担
金
を
請
求
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�
�
�
�
�
�
�
	



　

下
水
道
が
利
用
で
き
る
区
域
（
供
用
開

始
区
域
）
内
に
あ
る
土
地
は
、
す
べ
て
受

益
者
負
担
金
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
空
地

や
駐
車
場
、
さ
ら
に
は
農
地
な
ど
も
対
象

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
土
地
の
利
用
状

況
に
よ
り
、
負
担
金
の
減
免
や
猶
予
を
受

け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

①　

工
事
の
見
積
り
依
頼

　
　

直
接
、
指
定
工
事
店
に
工
事
の
見
積

り
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

�

②　

現
地
調
査
・
見
積
り

　
　

指
定
工
事
店
は
、
測
量
な
ど
の
現
地

調
査
を
し
、
排
水
設
備
工
事
の
見
積
書

を
作
成
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

�

③　

工
事
依
頼

　
　

皆
さ
ん
は
見
積
書
を
確
認
の
上
、
工

事
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

�

④　

工
事
の
計
画
確
認
申
請

　
　

指
定
工
事
店
は
、「
排
水
設
備
等
計
画

確
認
申
請
書
」
を
作
成
し
町
へ
提
出
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

�

⑤　

確
認
書
の
交
付

　
　

町
は
、
指
定
工
事
店
か
ら
提
出
の

あ
っ
た
申
請
書
の
排
水
設
備
の
構
造
な

ど
内
容
を
審
査
し
、
指
定
工
事
店
へ
確

認
書
を
交
付
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

�

⑥　

工
事
の
着
手
・
完
了

　
　

町
か
ら
確
認
書
を
受
け
た
指
定
工
事

店
は
工
事
日
程
を
調
整
し
て
、
工
事
に

入
り
ま
す
。
工
事
は
通
常
二
日
〜
七
日

程
度
で
完
了
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

�

⑦　

工
事
完
了
届

　
　

指
定
工
事
店
は
、
工
事
が
完
了
す
る

と
排
水
設
備
工
事
完
了
届
と
下
水
道
使

用
開
始
届
を
町
へ
提
出
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

�

⑧　

工
事
の
完
了
検
査

　
　

工
事
が
完
了
す
る
と
町
は
工
事
完
了

検
査
を
実
施
し
、
検
査
に
合
格
す
る
と

検
査
済
証
を
交
付
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

�

⑨　

工
事
費
の
支
払
い

　
　

指
定
工
事
店
の
請
求
に
よ
り
、
工
事

費
の
支
払
い
を
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

�

⑩　

使
用
料
の
支
払
い

　
　

完
了
検
査
終
了
後
、
町
は
二
カ
月
ご

と
に
下
水
道
使
用
料
を
請
求
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


　

下
水
道
に
は
何
で
も
流
し
て
い
い
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
以
外
の
水
に
溶
け
に
く
い
紙
や
て
ん

ぷ
ら
油
な
ど
の
油
脂
類
、
野
菜
く
ず
な
ど

の
生
ご
み
を
下
水
道
に
流
す
と
本
管
の
つ

ま
り
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
絶
対
に
流

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

飲
食
店
・
事
業
所
で
は
設
置
さ
れ
て
い

る
グ
リ
ー
ス
阻
集
器
な
ど
の
阻
集
器
を
定

期
的
に
清
掃
し
て
く
だ
さ
い
。

　

草
木
処
理
分
区
の
工
事
説
明
会
を
七
月

下
旬
〜
八
月
初
旬
に
行
い
ま
す
。
対
象
の

方
に
は
七
月
中
旬
ま
で
に
案
内
文
書
を
送

付
し
ま
す
。
説
明
会
へ
の
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

上
下
水
道
課
下
水
業

務
係
・
下
水
工
務
係　

�（
４
８
）１
１

１
１
（
内
３
５
０
・
３
５
１
・
３
５
２
）

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
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７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳７５歳以以以以以以以以以以以以以以以以以以以以上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上ののののののののののののののののののののドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドラララララララララララララララララララライイイイイイイイイイイイイイイイイイイイババババババババババババババババババババーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーはははははははははははははははははははは、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、免免免免免免免免免免免免免免免免免免免免許許許許許許許許許許許許許許許許許許許許証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証のののののののののののののののののののの更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時にににににににににににににににににににに以上のドライバーは、免許証の更新時に
講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査がががががががががががががががががががが必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要ととととととととととととととととととととななななななななななななななななななななりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりまままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすす。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。講習予備検査が必要となります。（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１６月１日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら））））））））））））））））））））日から）

記憶力・判断力を確かめましょう！ 
★講習予備検査の結果に基づいて講習を行い、皆さんの安全運転を支援します。 

検査の結果を 
講習に役立て 
ます。 

●ビデオなどで、交通ルールを再確認します。 
●機械を使って、動体視力や夜間視力などを 
測ります。 
●車を運転して、指導員から助言を受けます。 
指導員は、検査の結果に基づいて助言をし 
ます。 

●ビデオなどで、交通ルールを再確認します。 
●機械を使って、動体視力や夜間視力などを測ります。 
●車を運転して、指導員から助言を受けます。 
●危なかった点などを話し合います。 

※　講習予備検査は、 
　記憶力・判断力の検 
　査をします。 

★この日の年齢で 
　講習の内容が変わります。 
★この日の6カ月前から 
　講習予備検査と高齢者講習が 
　受けられます。 

免
許
証
の
更
新 

★記憶力・判断力が低くなっていても免許の更新はできますが、信号無視、一時不停止、踏切不停止といった交通違反を更新の前※に行っ
ていた場合または更新の後に行った場合は、警察から連絡があり、専門医の診断を受けるか、主治医の診断書を提出することになります。
認知症と判断された場合には、免許が取り消されます。 

75
歳
以
上
の
方 

70
〜
74
歳
の
方 

講習予備検査 高齢者講習 

高齢者講習 

30分、650円 

2時間30分、5,350円 

3時間、5,800円 

検査と講習合計：3時間、6,000円 

※更新前の対象となる期間：更新期間満了日の1年前の日から更新申請日の前日まで 

■問い合わせ先　半田警察署　fl（２１）０１１０ 

�
　

自
動
車
の
窓
ガ
ラ
ス
へ
の
着
色
フ
イ
ル

ム
の
貼
り
付
け
や
誤
認
を
招
く
ク
リ
ア
レ

ン
ズ
の
装
着
や
使
用
、土
砂
な
ど
を
運
搬

す
る
ダ
ン
プ
の
リ
ア
バ
ン
パ
の
切
断
・
取

り
外
し
、排
気
ガ
ス
用
触
媒
・
マ
フ
ラ
ー
取

り
外
し
、黒
煙
を
悪
化
さ
せ
る
燃
料
ポ
ン

プ
の
封
印
の
取
り
外
し
な
ど
の
安
全
を
脅

か
し
、他
人
に
迷
惑
を
か
け
る
不
正
改
造

車
の
排
除
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
規
検
査
や
予
備
検
査
を
受
け
た
後
に
、

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

燃
料
タ
ン
ク
を
増
設
す
る
不
正
な
二
次
架

装
や
、大
型
車
の
速
度
抑
制
装
置（
ス
ピ
ー

ド
リ
ミ
ッ
タ
ー
）の
解
除
な
ど
の
不
正
改

造
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、

関
係
省
庁
、自
動
車
関
係
団
体
な
ど
と
協

力
し
て
六
月
を
強
化
月
間
と
し
て
、全
国

的
に
不
正
改
造
車
の
排
除
活
動
に
取
り
組

み
ま
す
。理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

中
部
運
輸
局
愛
知
運

輸
支
局
整
備
担
当　

�
０
５
２（
３
５

１
）５
３
１
４

◎　 不法就労外国人を雇用しないために
　日本に滞在する不法滞在者は約 １７ 万人といわれ、依然として高い水準に
あります。その背景には、不法就労をあっせんするブローカーや就労が認
められない外国人を雇用する事業主の存在があります。
　また、これらブローカーや事業主の中には、いわゆるピンハネをして不
法な利益を得ている者や、過酷な労働条件の下で働かせている者も多く、
外国人労働者の保護の観点からも問題になっています。
　警察では、このようなブローカーや悪質な事業主の取締りを強化してい
ます。

～事業主のみなさんへお願い～
★　外国人を雇用しようとする場合は、適法に働くこと
ができる外国人であるかどうかについて、旅券、外国
人登録証明書、就労資格証明書（希望する外国人に交
付される。）などで在留資格、在留期間を確認してくだ
さい。
★　留学生、就学生については資格外活動の許可がある
かどうか、また、許可された活動内容も確認してくだ
さい。

　以上の点に留意し、就労が認められない外国人を決して
雇用することのないようにお願いします。
　不明な点がある場合には、半田警察署または入国管理局
に問い合わせて、確認してください。

半田警察署からのお知らせ
半田警察署　�（２１）０１１０

不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止ににににににににににににににににににににごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力をををををををををををををををををををを不法滞在・不法就労防止にご協力を
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友
人
と
二
人
で
板
山
地
区
の
熊
野
神
社

を
訪
れ
た
。
文
化
財
調
査
報
告
で
は
こ
の

神
社
か
ら
は
三
つ
の
石
造
物
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
順
番
に
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

道
路
と
境
内
の
間
を
流
れ
る
福
山
川
に

架
か
る
の
が
「
熊
野
神
社
石
橋
」
で
あ
る
。

調
査
報
告
で
は
「
町
内
の
神
社
仏
閣
で
、

石
橋
の
あ
る
の
は
当
社
と
西
隣
の
安
楽
寺

だ
け
で
あ
る
」
と
解
説
さ
れ
る
。

『
阿
久
比
町
誌
資
料
編
四
』
に
よ
れ
ば

板
山
郷
土
史
の
中
に
、「
石
橋
架
設　

于
時

明
治
三
十
六
年
四
月
」
と
記
録
が
残
さ
れ

て
い
る
。
現
在
の
石
橋
は
河
川
改
修
に
伴

い
川
幅
が
広
が
り
、
昭
和
五
十
四
年
三
月

に
完
成
し
た
も
の
だ
。

幅
約
二
・
七
�
、
全
長
約
七
・
五
�
、

下
部
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
上
部
に
石
が
敷

か
れ
た
二
重
構
造
。
改
修
前
か
ら
石
橋
と

し
て
使
わ
れ
て
い
た
御
影
石
が
敷
き
詰
め

ら
れ
て
い
る
。

「『
こ
の
橋
、
渡
る
べ
か
ら
ず
』
と
立
て

札
が
あ
っ
た
ら
、
君
は
ど
う
や
っ
て
神
社

へ
行
き
ま
す
か
？
」
と
友
人
に
問
い
掛
け

る
。
し
ば
ら
く
考
え
た
後
友
人
は
、
東
へ

少
し
歩
い
た
場
所
に
架
か
る
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
橋
を
渡
り
始
め
る
。
大
き
な
声

で
「
こ
の
橋
を
渡
り
、
川
沿
い
の
細
道
を

歩
け
ば
神
社
に
着
け
ま
す
よ
。
ど
う
で
す

か
」
と
友
人
は
私
に
手
を
振
る
。「
そ
う
だ

ね
・
・
・
」。
確
か
に
間
違
い
で
は
な
い
。

私
は
、 
橋 
と 
端 
を
掛
け
て
、
橋
の
端
の
部

は
し 

は
し

分
を
通
ら
ず
、
真
ん
中
を
渡
る
だ
ろ
う
と

期
待
し
て
い
た
が
、
さ
す
が
友
人
。
裏
切

ら
ず
笑
わ
せ
て
く
れ
る
。

私
は
石
橋
の
真
ん
中
を
渡
り
、
友
人
の

待
つ
「
熊
野
神
社
社
標
」
の
前
に
進
む
。　

高
さ
約
三
�
、
正
面
に
「
村
社
熊
野
神
社
」、

正
面
左
に
は
「
熱
田
神
宮
宮
司
正
五
位
角

田
忠
行
書　

明
治
四
十
一
年
四
月
建
之
」

と
記
さ
れ
る
。
角
田
忠
行
氏
は
幕
末
の
勤

王
の
志
士
の
一
人
で
、
島
崎
藤
村
の
小
説

『
夜
明
け
前
』
の
登
場
人
物
、
暮
田
正
香

の
モ
デ
ル
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

角
田
氏
を
明
治
三
十
四
年
に
熊
野
神
社

に
招
い
た
記
録
が
残
る
。
社
標
の
文
字
を

書
い
た
の
は
そ
の
ゆ
え
ん
だ
ろ
う
か
。

最
後
に
「
酒
造
神
の
碑
」
を
見
た
。
酒

造
神
の
松
尾
皇
太
神
が
ま
つ
ら
れ
る
。
境

内
北
の
小
高
い
場
所
に
ひ
っ
そ
り
と
立
つ
。

う
っ
そ
う
と
木
が
生
い
茂
る
森
の
中
だ
が
、

木
漏
れ
日
が
石
碑
を
照
ら
す
。

農
閑
期
に
� 
杜  
氏 
�
と
し
て
酒
造
り
に

と
う 
じ

出
掛
け
て
い
た
時
代
、
こ
の
碑
に
健
康
な

ど
を
願
い
、
各
地
へ
出
掛
け
て
い
っ
た
よ

う
だ
。「
健
康
と
い
え
ば
、
酒
の
神
様
な
の

で
�
痛
風
�
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
願
っ

た
ら
ど
う
で
す
か
」
と
友
人
に
言
わ
れ
た

の
で
、
私
は
素
直
に
手
を
合
わ
せ
た
。

熊野神社入り口に立つ“社標”

福山川に架かる“石橋”

阿
久
比
川 

福山川 

福住新橋 

興昌寺 
安楽寺 

熊野神社 

熊野神社石橋 

熊野神社社標 

酒造神の碑 

英比小 

西尾知多線 
県
道
東
浦
阿
久
比
線 

福住老人憩の家 

板山公民館 

46

469

平
野
橋 

英
比
音
橋 

熊野神社社標 
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日にち　４月２５日、２６日
場　所　中央公民館本館
　阿久比山野草会による「エビネと山野草展」が開催
されました。愛好家が丹精こめて栽培した珍しいエビ
ネと山野草を展示しました。山野草の持つ雰囲気、可
憐さ、個性的な姿を見ようと集まった人でにぎわいま
した。

エエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネととととととととととととととととととととと山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどももももももももももももももももももももも英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英英語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣ

日にち　４月２６日～５月１４日
場　所　中央公民館本館
　公民館教室の「子ども英語教室ＡＢＣ」で、オース
トラリアの子どもたちに英語の手紙を出したところ、
返事の手紙がたくさん届きました。動物、花などのか
わいい絵や、オーストラリアでも日本のアニメが放送
されているようで、『ポケモン』の絵が描かれたものも
ありました。

５月１日号の生涯学習教室・講座開講の記事の中で、狂俳教室の内容で「詩吟の基礎を学
びます」と記述しましたが、「狂俳の基礎を学びます」の誤りです。お詫びして訂正します。お詫びと訂正

�

�

�

�

������������������������������������������������������������������������������������������
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�����������

　阿久比町の板山地区にある板山高根湿地は珍しい昆虫や植物
が生息・生育し、知多半島でも貴重な自然環境が残っています。
　しかし、近年ではヌマガヤなど雑草の繁殖による貴重種の減少、
周辺地域のゴミの不法投棄などが問題になっています。
　そこで広く知識を高めながら、湿地環境の保護・保全活動に協
力していただけるボランティア養成のための講座（全３回）を開講
します。

□対象　興味のある方　
□日程　第１回　６月２７日（土）午前
　　　　第２回　７月４日（土）午前
　　　　第３回　７月１８日（土）午前
□申込期限 　６月 １２ 日（金）
□定員　２０ 人程度
□申し込み・問い合わせ先　社会教育課
　�（４８）１１１１（内２６２）

ハッチョウトンボ
日本最小のトンボで体
長は約２㎝。小指の先
ほどの大きさです。

シラタマホシクサ
秋に白い花をつけます。
ヌマガヤの遷移で近年、
数が減ってきています。

モウセンゴケ
ねん液を出し、虫を捕
える食虫植物。近年、
外来種が問題になって
います。

○貴重な植物や昆虫の保護・保全活動
○雑草や外来種の除去
○簡易木道の製作のお手伝い
○周辺のクリーン活動　など

具体的にはこんな活動を予定
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　一律控除８万円（すべての方が対象です）、障害者控除２７万円、
特別障害者控除４０万円、寡婦（夫）控除２７万円、特別寡婦（夫）控
除３５万円、 勤労学生控除２７万円、その他確定申告時に控除を受
けた医療費控除、雑損控除、小規模企業共済掛金控除の額

※　児童手当の制度改正があった場合は、内容が改正される場合があ
ります。

児
童
手
当
と
は 

　

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
手
当
て

を
支
給
す
る
こ
と
で
家
庭
生
活
の
安
定

や
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な

育
成
と
資
質
の
向
上
を
目
的
に
し
て
い

ま
す
。

支
給
対
象　
 

　

十
二
歳
到
達
後
最
初
の
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
（
小
学
校
修
了

前
の
児
童
）
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
所
得
制
限
限
度
額
を

超
え
る
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

公
務
員
の
方
は
勤
務
先
が
請
求
場
所

に
な
り
ま
す
。

児童手当  児童手当  児童手当  児童手当  

「現況届」に必要なもの
☆印かん
☆受給者の健康保険被保険者証の写しなど
（国民健康保険に加入している方は不
要です）

☆平成 ２１ 年１月２日以降転入の方は、前住
所地の市町村役場発行の平成 ２１ 年度（平
成 ２０ 年分）児童手当用所得証明書

☆養育する児童と別居している場合は、児
　童の世帯全員の住民票

6 月は児童手当の支給月です

支
給
額
と
時
期 

◇
三
歳
未
満
の
児
童

　

一
律
一
万
円
（
月
額
）

◇
三
歳
以
上
の
児
童

　

第
一
子　
　
　

五
千
円
（
月
額
）

　

第
二
子　
　
　

五
千
円
（
月
額
）

　

第
三
子
以
降　

一
万
円
（
月
額
）

　

原
則
と
し
て
毎
年
二
月
、六
月
、十
月
に

そ
れ
ぞ
れ
前
月
分
ま
で
を
支
給
し
ま
す
。

※　

今
回
は
平
成
二
十
一
年
二
月
分
か
ら

五
月
分
の
手
当
が
、
受
給
者
の
方
の
指

定
さ
れ
た
金
融
機
関
に
振
り
込
ま
れ

ま
す
。

現
況
届　
　
　
 

　

平
成
二
十
一
年
五
月
分
以
前
か
ら
支
給

を
受
け
て
い
る
方
に
は
、「
現
況
届
」
を

送
付
し
ま
す
。「
現
況
届
」
の
提
出
が
な

い
と
、
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
児
童
手
当

の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。
早
急
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

□
提
出
期
間　

六
月
一
日（
月
）〜
三
十

　

日（
火
）（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

□
提
出
場
所　

役
場
住
民
福
祉
課

問い合わせ先 
住民福祉課 
fl（４８）１１１１ 
（内２２６） 

�������
�������		
�

※扶養親族数、所得額ともに平成２０年分で判定します。

厚生年金などの方国民年金の方
控除対象配偶者
および扶養親族数

５ ３ ２ 万円４ ６ ０ 万円０　人

５ ７ ０ 万円４ ９ ８ 万円１　人

６ ０ ８ 万円５ ３ ６ 万円２　人

６ ４ ６ 万円５ ７ ４ 万円３　人

６ ８ ４ 万円６ １ ２ 万円４　人

７ ２ ２ 万円６ ５ ０ 万円５　人

　平成２０年分源泉徴収票の「給与所得控除後の金額」欄または、
平成２０年分所得税確定申告書の「所得金額の合計」欄の額から
下の金額を差し引いた額が上表の額未満であれば手当が支給さ
れます。
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InformationInformation

お知らせ  
InformationInformation

�
　

一
般
成
人
を
対
象
に
視
聴
覚
機
器
の
基

本
技
術
、
機
器
を
活
用
し
た
指
導
法
の
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

十
六
ミ
リ
映
写
機
講
習
会

□
日　

時　

七
月
二
十
五
日（
土
）　

午
前

九
時
二
十
分
〜
午
後
三
時

□
場　

所　

フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
か
り
る

ん
（
東
海
市
）

□
定　

員　

三
十
人

□
内　

容　

十
六
ミ
リ
映
写
機
の
操
作
方

法
と
認
定
証
の
取
得

ビ
デ
オ
ス
タ
ジ
オ
講
習
会

□
日　

時　

七
月
二
十
五
日（
土
）　

午
前

九
時
半
〜
午
後
四
時
二
十
分

□
場　

所　

東
浦
町
文
化
セ
ン
タ
ー

□
定　

員　

二
十
人

□
内　

容　

ビ
デ
オ
編
集
ソ
フ
ト
『
ビ
デ

オ
ス
タ
ジ
オ
』
を
利
用
し
た
編
集
方
法

�
�
�
�
�
�
�
	



の
習
得

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
講
習
会

□
日　

時　

七
月
二
十
七
日（
月
）と
七
月

二
十
八
日（
火
）　

同
一
内
容
で
二
回
実

施　

午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時
二
十
分

□
場　

所　

武
豊
町
立
衣
浦
小
学
校

□
定　

員　

各
三
十
五
人

□
内　

容　
『
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
』を
使
っ

た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ビ
ル
ダ
ー
講
習
会

□
日　

時　

七
月
二
十
六
日（
日
）と
七
月

二
十
七
日（
月
）　

同
一
内
容
で
二
回
実

施　

午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時
二
十
分

□
場　

所　

半
田
市
立
成
岩
小
学
校

□
定　

員　

各
三
十
五
人

□
内　

容　
『
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ビ
ル
ダ
ー
』

を
使
っ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
づ
く
り

　
　
　
　

◇　
　
　
　
　

◇

◎
共
通
項
目

□
募
集
期
間　

六
月
十
日（
水
）〜
六
月
十

九
日（
金
）（
午
前
九
時
〜
午
後
四
時

半
）

□
受
講
料　

各
講
座
千
円（
教
材
費
な
ど
）

□
主
催
・
講
師　

知
多
地
方
視
聴
覚
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
協
議
会

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

Ｆ
Ａ
Ｘ

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
先
着
順
）

　

フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
か
り
る
ん　

�
・

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
５
６
２（
３
３
）９
９
６
６

　

Ｈ
Ｐ

http://w
w
w
.m
edias.ne.jp/

̃chitaavl/index.htm

※　

募
集
要
項
は
阿
久
比
町
立
中
央
公
民

館
、
学
校
な
ど
の
関
係
機
関
に
置
い
て

あ
り
ま
す
。

乳幼児期家庭教育推進事業 

絵本の読み聞かせについての講演会です。 

　６月２３日（火） 
　午前１０時～午前１１時３０分 

　　　参加費無料 
演題　「絵本を読んで親子のふれあいを」 

講師　桜花学園大学非常勤講師　霜田美津子　氏 

場所　阿久比スポーツ村クラブハウス２Ｆ会議室 

〈対　　象〉 
　　乳幼児の保護者など（託児有り） 

〈申込期限〉６月１５日（月） 

申し込み・問い合わせ先 
社会教育課　fl（４８）１１１１（内線２６２） 
※　託児希望の方は社会教育課へ申し込みください。 

地域づくりは人づくりから･･･リーダーの役割について
考えてみませんか。 
テーマ　「まちづくりとリーダー」 

　第１回 ７月８日（水） 
　第２回 ７月１５日（水） 
　いずれの日も午後７時から 

　　　参加費無料 
講師　日本福祉大学教授　中川　晴夫　氏 
　　　（中川研究室　学生の皆さん） 
場所　中央公民館本館３階３０１号室 
〈対　　象〉　阿久比町在住、在勤者で 
　①　現在、団体やグループの指導者として活躍され
ている方 

　②　これから指導者を目指される方 
〈申込期限〉　６月２２日（月） 
〈申込方法〉　所属団体名・氏名・電話番号をお知ら

せください。 

申し込み・問い合わせ先 
社会教育課　fl（４８）１１１１（内線２６２） 
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�
　

阿
久
比
町
で
は
中
学
生
に
基
本
的
生
活

習
慣
と
学
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
学
習
支
援
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

将
来
教
員
を
目
指
し
て
い
る
大
学
生
の

皆
さ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
中
学
生
の
指

導
を
手
伝
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
。

□
指
導
内
容　

中
学
三
年
生
を
対
象
と
し

た
数
学
・
英
語

□
指
導
時
間　

土
曜
日　

午
前
八
時
半
〜

午
前
十
時
半

※　

都
合
の
つ
く
日
を
調
整
し
な
が
ら
交

代
で
指
導
に
あ
た
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

□
募
集
人
数　

若
干
名

□
募
集
対
象　

将
来
教
員
を
め
ざ
し
て
い

る
大
学
生
で
中
学
校
の
数
学
・
英
語
が

指
導
で
き
る
方

□
問
い
合
わ
せ
先　

学
校
教
育
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
２
）

�
　

義
務
教
育
で
使
用
さ
れ
て
い
る
教
科
書

は
通
常
四
年
ご
と
に
採
択
替
え
が
行
わ
れ

ま
す
。
平
成
二
十
一
年
度
は
平
成
二
十
二

年
度
か
ら
使
わ
れ
る
中
学
校
用
教
科
書
の

採
択
替
え
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

高
等
学
校
で
使
用
さ
れ
て
い
る
教
科
書

は
、
各
高
等
学
校
で
毎
年
選
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
教
科
書
採

択
の
調
査
研
究
に
役
立
て
て
も
ら
い
、
皆

さ
ん
に
、
教
科
書
に
対
す
る
理
解
や
関
心

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
	



を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
六
月
十
一
日

（
木
）か
ら
七
月
五
日（
日
）ま
で
、
次
の
教

科
書
セ
ン
タ
ー
で
教
科
書
展
示
会
を
開
催

し
ま
す
。
展
示
会
場
に
は
投
書
箱
を
用
意

し
ま
す
の
で
、
教
科
書
に
対
す
る
意
見
や

要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

※　

障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
の
た
め
の
教

科
書
や
一
般
図
書
に
つ
い
て
は
、
愛
知

県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
で
展
示
し
て
い

ま
す
。

◇
東
海
教
科
書
セ
ン
タ
ー
（
東
海
市
立
教

員
研
修
セ
ン
タ
ー
内
）　

�
０
５
６
２

（
３
１
）０
２
３
０

　

時
間　

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

◇
武
豊
教
科
書
セ
ン
タ
ー
（
武
豊
町
立
図

書
館
内
）　

�（
７
３
）６
８
０
０

　

時
間　

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

□
問
い
合
わ
せ
先　

学
校
教
育
課　

　

�
（
４
８
）
１
１
１
１
（
内
２
０
２
）

�
　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
度
に
小
・

中
学
校
、
高
等
学
校
入
学
予
定
で
障
害
の

あ
る
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
と
保
護
者
を
対

象
に
、
体
験
入
学
会
と
入
学
前
就
学
相
談

を
実
施
し
ま
す
。

体
験
入
学
会

◎
知
的
な
発
達
に
遅
れ
や
情
緒
に
障
害
の

あ
る
子
ど
も

□
日
に
ち　

九
月
九
日（
水
）、
九
月
十
七

日（
木
）　

□
場　

所　

半
田
養
護
学
校　

�（
２
７
）

７
０
６
１

◎
手
足
の
不
自
由
な
子
ど
も

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

□
日
に
ち　

十
月
六
日（
火
）、
十
月
二
十

八
日（
水
）　

□
場　

所　

ひ
い
ら
ぎ
養
護
学
校　

�

（
２
６
）７
１
３
１

◎
病
気
で
入
院
し
て
い
る
子
ど
も

□
日
に
ち　

十
月
十
三
日（
火
）、
十
一
月

二
十
日（
金
）

□
場　

所　

大
府
養
護
学
校　

�
０
５
６

　

２（
４
８
）５
３
１
１

※　

体
験
入
学
日
以
外
に
も
、
随
時
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

希
望
体
験
入
学
先
の

学
校

入
学
前
就
学
相
談
会　

　

相
談
は
予
約
制
で
、
無
料
で
行
い
ま
す
。

子
ど
も
の
障
害
や
特
別
支
援
教
育
の
実
態

に
つ
い
て
、
よ
り
正
し
く
理
解
す
る
場
と

し
て
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
日　

時　

八
月
五
日（
水
）、
六
日（
木
）

午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時

□
場　

所　

半
田
市
福
祉
文
化
会
館
（
雁

宿
ホ
ー
ル
）

□
申
込
期
限　

七
月
三
日（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

学
校
教

育
課　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０

５
）

�
　

『
愛
知
県
史
資
料
編
７　

古
代
２
』
を

刊
行
し
ま
し
た
。
執
筆
担
当
者
が
平
安
時

代
後
期
の
尾
張
・
三
河
に
つ
い
て
、
高
校

生
か
ら
研
究
者
に
ま
で
分
か
り
や
す
く
解

説
し
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
の
で
、
気
軽

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�

�

�

�

�

�

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

□
日　

時　

七
月
十
一
日（
土
）　

午
後
一

時
〜
午
後
四
時
半

□
場　

所　

愛
知
県
図
書
館
五
階
会
議
室

　
（
名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
１
‐
９
‐
３
）

□
定　

員　

二
百
人

□
講
演
内
容　

「
尾
張
・
三
河
古
代
史
料

の
魅
力
（
仮
題
）
」

□
講　

師　

福
岡
猛
志
（
日
本
福
祉
大
学

名
誉
教
授
）
、
上
川
通
夫
（
愛
知
県
立

大
学
教
授
）
、
梅
村
喬
（
大
阪
大
学
名

誉
教
授
）

□
募
集
開
始　

　

六
月
一
日（
月
）〜

□
申
込
方
法　

電
話
に
よ
る
受
け
付
け

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

愛
知
県

総
務
部
法
務
文
書
課
県
史
編
さ
ん
室

　

�
０
５
２（
９
７
２
）９
１
７
３

�
　

放
送
大
学
で
は
平
成
二
十
一
年
度
第
二

学
期
（
十
月
入
学
）
の
学
部
お
よ
び
大
学

院
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
を
利

用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
が
学

べ
ま
す
。

□
出
願
期
限　

　

八
月
三
十
一
日（
月
）

□
問
い
合
わ
せ
先　

放
送
大
学
愛
知
学
習

セ
ン
タ
ー　

�
０
５
２（
８
３
１
）１
７

７
１

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
　

各
地
区
で
開
催
さ
れ
る
盆
踊
り
大
会
や
、

八
月
十
六
日
の
「
あ
ぐ
い
ふ
れ
あ
い
盆
踊

り
の
夕
べ
」
で
踊
る
盆
踊
り
の
講
習
会
を
、

阿
久
比
町
翁
菊
民
踊
研
究
会
の
指
導
で
行

い
ま
す
。

中
央
公
民
館
南
館
ホ
ー
ル

□
日　

時　

七
月
三
日（
金
）、
九
日（
木
）

十
一
日（
土
）、
十
五
日（
水
）　

午
前
十

時
〜
正
午

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー（
エ
ス
ペ
ラ
ン
ス
丸
山
）

□
日　

時　

七
月
十
九
日（
日
）　

午
後
七

時
〜
午
後
九
時

□
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課
公
民
館

係　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
６

０
）

�
　

平
成
二
十
二
年
十
月
十
一
日
か
ら
十
七

日
ま
で
の
七
日
間
を
「
祝
祭
ウ
ィ
ー
ク
」

と
し
、
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
実
行
委

員
会
は
、
地
元
の
文
化
芸
術
団
体
や
個
人

と
の
共
催
事
業
を
行
い
ま
す
。

□
実
施
場
所　

愛
知
県
芸
術
劇
場
大
ホ
ー

ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル

□
対
象
と
な
る
分
野　

実
施
場
所
で
展
開

可
能
な
文
化
芸
術
活
動
全
般
（
音
楽
、

演
劇
、
舞
踊
、
伝
統
芸
能
な
ど
）

□
提
出
書
類　

募
集
要
項
に
定
め
る
企
画

書
な
ど
を
記
入
し
、
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン

ナ
ー
レ
実
行
委
員
会
事
務
局
ま
で
郵
送

ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
募
集
要

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�


�

�

�

�

�

�

�

項
は
、
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
二
〇

一
〇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
愛
知
県
文
化
芸

術
課
、
各
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
、
愛
知
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
で
配

布
□
受
付
期
限　

六
月
三
十
日（
火
）

□
問
い
合
わ
せ
先　

あ
い
ち
ト
リ
エ
ン

ナ
ー
レ
実
行
委
員
会
事
務
局　

�
０
５

２（
９
７
１
）６
１
１
１

　

Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.aichitriennale.jp

�□
日　

時　

七
月
七
日（
火
）、
十
日（
金
）、

十
四
日（
火
）、
十
七
日（
金
）、
二
十
一

日（
火
）　

予
備
日
七
月
二
十
四
日（
金
）

全
五
回　

午
後
七
時
〜
午
後
九
時

□
会　

場　

丸
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

□
対　

象　

一
般

□
定　

員　

四
十
人

□
受
講
料　

千
円

□
講　

師　

あ
ぐ
い
テ
ニ
ス
協
会

□
申
込
期
限　

六
月
十
五
日（
月
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教

育
課
体
育
係　

�（
４
８
）１
１
１
１　

（
内
２
６
２
・
２
８
０
）

�
　

成
年
後
見
制
度
の
普
及
、
啓
発
の
た
め

の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

□
日　

時　

六
月
二
十
六
日
〜
七
月
三
十

一
日
の
毎
週
金
曜
日
（
全
六
回
）　

午

後
一
時
半
〜
午
後
四
時
半

□
場　

所　

武
豊
町
立
中
央
公
民
館
（
武

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	
�

�

�

�

�

�

�

�

豊
町
字
山
ノ
神　

―
１
）

２０

□
定　

員　

四
十
人
（
先
着
順
）

□
受
講
料　

千
円
（
資
料
代
）

□
内　

容

　

一
日
目　

成
年
後
見
概
論

　

二
日
目　

高
齢
者
・
障
害
者
の
権
利
侵

害
の
現
状

　

三
日
目　

法
定
後
見
の
申
し
立
て
手
続
き

　

四
日
目　

任
意
後
見
制
度

　

五
日
目　

財
産
管
理
と
身
上
監
護

　

六
日
目　

後
見
人
の
実
務

□
講　

師　

弁
護
士
、
司
法
書
士
ほ
か

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

六
月
三
日（
水
）か
ら
電
話
で
知
多
地
域

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
半
田
後
見
事
務
所

へ　

�（
２
１
）０
８
１
１

�
　

障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
で
障
害

者
対
象
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

□
日　

時　

六
月
二
十
二
日（
月
）、
二
十

三
日（
火
）、
二
十
六
日（
金
）、
二
十
七

日（
土
）、
二
十
九
日
（
月
）
、
三
十
日

（
火
）の
六
回
コ
ー
ス　

午
後
二
時
〜
午

後
四
時

□
場　

所　

障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン
タ

　

ー
（
東
海
市
元
浜
町　

元
浜
公
園
隣
）

１０

□
申
込
期
日　

六
月
三
日（
水
）〜
十
三
日

（
土
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

障
が
い

者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
（
元
浜
事
業

所
）
�
０
５
６
２（
３
９
）２
７
７
３ 

　

電
子
メ
ー
ル

　

shien@
vanilla.ocn.ne.jp

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

※　

障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

東
海
市
・
知
多
市
・
阿
久
比
町
・
東
浦

町
か
ら
「
障
が
い
者
相
談
支
援
事
業
」

の
委
託
を
受
け
、
障
害
の
種
別
を
問
わ

ず
福
祉
や
生
活
に
関
す
る
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

�
　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
ん
ど
で
は
、

障
害
の
あ
る
方
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
創

作
活
動
の
イ
ベ
ン
ト
を
、
ア
ト
リ
エ
Ａ
ｎ

ｄ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
（
あ
ん
だ
ん
て
）
と
の
共
同

企
画
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
テ
ー

マ
は
「
布
に
絵
を
描
こ
う
」
で
す
。

□
日　

時　

六
月
二
十
日（
土
）午
前
十
時

〜
正
午

□
場　

所　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
あ

ん
ど
元
浜
事
業
所
（
東
海
市
元
浜
町

　

）
１０

□
内　

容　

絵
の
具
な
ど
を
使
い
、
白
い

シ
ー
ツ
に
自
由
な
絵
を
描
き
ま
す

□
対
象
者　

身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精

神
障
害
の
あ
る
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る

児
童

□
参
加
費　

四
百
円

□
定　

員　

十
人
（
先
着
順
）

□
応
募
期
間　

六
月
九
日（
火
）〜
六
月
十

八
日（
木
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
ん
ど　
　

元
浜
事

業
所　

�
０
５
６
２（
３
９
）２
７
７
８

　

電
子
メ
ー
ル

　

shien@
vanilla.ocn.ne.jp

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
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お知らせ  
InformationInformation

�救
命
講
習

　

救
命
の
た
め
の
応
急
手
当
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
い
方
の

講
習
会
で
す
。

※　

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
、
け
い
れ
ん
し
た
心
臓

に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
も
の
で
す
。

□
日
時
・
場
所

　

七
月
四
日（
土
）　

午
後
一
時
半
〜
午
後

四
時
半
、
半
田
消
防
署
北
部
出
張
所

　

七
月
七
日（
火
）　

午
後
一
時
半
〜
午
後

四
時
半
、
半
田
消
防
署
成
岩
出
張
所

□
定　

員　

各
日
二
十
人
（
先
着
順
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

北
部
出
張
所
�（
２
８
）５
１
１
９

　

成
岩
出
張
所
�（
２
４
）０
１
１
９

応
急
手
当
講
習

　

夏
の
水
難
事
故
な
ど
不
慮
の
事
故
に
備

え
て
の
応
急
手
当
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

□
日
時
・
場
所

　

七
月
二
日（
木
）　

午
後
一
時
〜
午
後
二

時
半　

東
浦
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　

七
月
三
日（
金
）　

午
後
一
時
〜
午
後
二

時
半　

阿
久
比
町
立
中
央
公
民
館

　

七
月
六
日（
月
）　

午
後
一
時
〜
午
後
二

時
半　

半
田
消
防
署

　

七
月
八
日（
水
）　

午
後
一
時
〜
午
後
二

時　

武
豊
町
立
中
央
公
民
館

□
定　

員　

各
日
五
十
人
（
先
着
順
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部

　

半
田
消
防
署
�（
２
１
）１
４
９
２
、

　

東
浦
支
署
�
０
５
６
２（
８
３
）０
１

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�

�

�

�

�

�

１
９
、
阿
久
比
支
署
�（
４
７
）０
１
１

９
、
武
豊
支
署
�（
７
３
）０
１
１
９

　

Ｈ
Ｐ

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp
/̃chitachu/

�危
険
物
取
扱
者
試
験

□
試
験
日
な
ど

　

第
二
回

　

七
月
十
二
日（
日
）　

一
般
対
象
、
全
種

類

　

第
三
回

　

七
月
十
九
日（
日
）　

高
校
生
対
象
、

　

乙
種
第
４
類
・
丙
種

□
試
験
場
所　

名
古
屋
市
内
な
ど

□
受
付
期
間

　

六
月
八
日（
月
）〜
六
月
十
七
日（
水
）

□
試
験
手
数
料

　

甲
種　

五
千
円
、
乙
種　

三
千
四
百
円
、

　

丙
種　

二
千
七
百
円

※　

支
払
い
は
、
受
験
願
書
に
同
封
の
郵

便
振
込
み
用
紙
で
お
願
い
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
�
０
５
２（
９
６
２
）１
５
０
３

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
予

防
課
�（
２
１
）１
４
９
１

危
険
物
取
扱
者
試
験
予
備
講
習
会

□
講
習
日
時

　

七
月
一
日（
水
）

　

午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時
半

□
講
習
会
場　

武
豊
町
立
中
央
公
民
館

□
講
習
内
容　

乙
種
第
４
類
対
象

□
受
付
期
限　

六
月
三
十
日（
火
）

□
講
習
費
な
ど

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

受
講
料　

四
千
円

　

テ
キ
ス
ト
代　

四
千
円

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

知
多
中

部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
予
防
課　

�（
２
１
）１
４
９
１　
　

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

□
講
習
日

　

六
月
三
十
日（
火
）〜
七
月
三
十
一
日

（
金
）の
指
定
す
る
十
三
日
間

□
講
習
会
場

・　

ウ
ィ
ル
あ
い
ち
（
名
古
屋
市
）

・　

大
府
市
勤
労
文
化
会
館

・　

刈
谷
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

・　

高
浜
市
立
中
央
公
民
館

・　

稲
沢
市
民
会
館

・　

ラ
イ
フ
ポ
ー
ト
と
よ
は
し

□
対　

象

　

免
状
交
付
者
で
、
危
険
物
製
造
所
な
ど

で
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
方
。

（
保
安
監
督
者
も
含
む
）

□
講
習
種
別

　

給
油
取
扱
所
、
特
定
事
業
所
、
一
般

□
申
し
込
み

　

六
月
二
日（
火
）か
ら
六
月
十
二
日（
金
）

ま
で
に
受
講
申
請
書
を
愛
知
県
危
険
物

安
全
協
会
連
合
会
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

□
受
講
料　

四
千
七
百
円

※　

愛
知
県
収
入
証
紙
を
購
入
し
、
申
請

書
に
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会

　

�
０
５
２（
９
６
１
）６
６
２
３

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
予

防
課　

�（
２
１
）１
４
９
１

　
　
　
　

◇　
　
　
　
　

◇

　

Ｈ
Ｐ　

http://www.cac

‐net.ne.jp/̃chitachu/

　『危険物安全週間』は平成２年消防庁が制定し、　毎年６
月の第２週（日曜日から土曜日までの１週間）に各種行事
が実施されます。
■期　間　６月７日（日）～６月１３日（土）
■目　的
　石油類をはじめとする危険物は、事業所などで幅広く利
用され、私たちの生活に深く浸透し、その安全確保の重要
性は増大しています。事業所で自主保安体制の確立を呼び
掛け、危険物に対する意識の高揚と啓発を図ることを目的
にしています。
■身近な危険物
　私たちの生活の中で危険物は、ガソリン・灯油・軽油と
いった自動車用・暖房用燃料をはじめ、化粧品、医療品な
どに含まれています。危険物は、私たちの生活に無くては
ならない身近で便利なものとなっていますが、一つ取り扱
いを間違えると一瞬にして大事故につながります。正しい
知識を持ち、正しい取り扱いをしてください。
■火災予防上の注意事項
◇　付近で火気を使用しない。
◇　容器は地震などで容易に転倒、転落しないような措置
をする。
◇　風通しのよい場所で保管。
◇　蒸気の発散を防ぐためにふたは必ず密栓する。
□問い合わせ先　知多中部消防本部予防課　�（２１）１４９１
　メールアドレス　 yobou１１９@cac-net.ne.jp
　ホームページ　http://www.cac-net.ne.jp/̃chitachu/

�������	
�	����（統一標語）

�������
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�
　

あ
ぐ
い
く
ら
し
の
会
で
は
、
十
一
月
二

十
一
日（
土
）・
二
十
二
日（
日
）開
催
予
定

の
消
費
生
活
展
で
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

つ
る
植
物
に
よ
る
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」

は
景
観
上
美
し
い
だ
け
で
は
な
く
、
室
温

を
一
度
〜
二
度
下
げ
る
た
め
、
省
エ
ネ
効

果
が
あ
り
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
も
役
立

ち
ま
す
。

　

窓
辺
や
縁
側
で
、
ア
サ
ガ
オ
や
ニ
ガ
ウ

リ
な
ど
を
育
て
た
様
子
を
写
真
に
撮
っ
て

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
優
秀
作
品
に
は
賞

品
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

□
主　

催　

あ
ぐ
い
く
ら
し
の
会

□
応
募
方
法　

写
真
の
裏
面
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
提
出
（
郵

送
も
可
。コ
ン
テ
ス
ト
終
了
後
に
返
却
）

□
写
真
の
大
き
さ　

Ｌ
判
程
度

□
提
出
期
限　

十
月
三
十
日
（
金
）

□
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

産
業
課
商
工

労
政
係　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２

３
４
）

�
　

来
年
三
月
新
規
学
校
卒
業
者
の
採
用
を

予
定
す
る
事
業
主
な
ど
を
対
象
に
、
求
人

説
明
会
を
行
い
ま
す
。

□
日　

時　

六
月
十
一
日（
木
）　

午
後
一

時
半
〜
午
後
三
時
四
十
分

□
場　

所　

半
田
市
福
祉
文
化
会
館
（
雁

宿
ホ
ー
ル
講
堂
）

�
�
�
�
�
�
�
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�

�
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□
問
い
合
わ
せ
先　

半
田
公
共
職
業
安
定

所
専
門
援
助
第
二
部
門　

�（
２
１
）８

０
７
２

�
　

六
月
二
十
一
日（
日
）は
、
知
多
西
地
区

消
防
警
察
協
議
会
主
催
に
よ
る
消
防
団
員

の
水
上
安
全
法
と
救
急
法
講
習
会
を
午
前

十
時
か
ら
正
午
ま
で
行
い
ま
す
の
で
、
当

日
は
正
午
か
ら
の
開
館
と
な
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

東
部
知
多
温
水
プ
ー

ル　

�
０
５
６
２（
４
４
）０
２
７
１
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～メッセージ～

　元気いっぱいのヒナとミクがパパもママも
大好きだよ。いつも笑顔をありがとうね。　　

大橋　顕一郎・美千子夫婦の

 陽  菜 ちゃん（写真右）（平成 １８ 年７月 １３日生）
ひ な

 未  来 ちゃん（写真左）（平成 １８ 年７月 １３日生）
み く

今今月月のの納納税税ななどど

町県民税　　　　　　　　　全・１期分

公共下水道事業受益者負担金　全・１期分

納期限は６月 ３０日（火）です

※口座振替の方は、口座の残高確認をお願いします。
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■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ
資源を大切に！この用紙は再生紙を使用しています。

広報あぐいを声の広報ボランティア「あいうえお」が CD録音しています。
ぜひご利用ください。
■問い合わせ先　阿久比町社会福祉協議会・ボランティアセンター�（４８）１１１１

阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

世帯数　 ８，５１６　　（　２１）

人　口　２５，０９８人（　１９）

　男　　１２，４２３人（　１０）

　女　　１２，６７５人（　９）

（　　）は前月との増減数

４月中の異動

　出生　１７　転入    １１２

　死亡　１３　転出      ９７

平成２１年５月１日現在

人 口 と 世 帯

　レジ袋有料化取組店はポスターやのぼ
りでお知らせがされています。ごみや二
酸化炭素排出量削減のためには一人ひと
りの協力が必要です。買い物をするとき
にはマイバッグを持参して、ムダなレジ
袋は断りましょう。
□問い合わせ先　環境衛生課
　　　　　　　　　�（４８）１１１１（内３１０・３１７）

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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問い合わせ先 
 

定額給付金 

総務部総務課　fl（４８）１１１１（内線２３７） 
子育て応援特別手当 

民生部住民福祉課　fl（４８）１１１１（内２２６） 

問い合わせ先 
 

定額給付金 

総務部総務課　fl（４８）１１１１（内２３７） 
子育て応援特別手当 

民生部住民福祉課　fl（４８）１１１１（内２２６） 


